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誇りのもてる職業に

木方 伸一郎　 
公益社団法人 日本眼鏡技術者協会  会長

誇りのもてる職業

　「眼鏡技術者を誇りのもてる職業にしたい」とい

うのが私の願いです。メガネを調製し、お客様に快

適な視生活を提供するという仕事は、とてもやりが

いのある仕事です。いろいろな角度から検討して、

その人に合わせたメガネを調製し、喜んでいただけ

たときの喜びは、眼鏡技術者冥利に尽きます。

　「人生 100 年の時代」といわれますが、いくつに

なっても、やる気さえ充実すれば続けられる仕事で

す。光学的な分野だけではなく、美容的な分野や、

デザインの分野、心理学の分野、眼科学の知識と多

岐にわたり、まったく同じケースがなく、毎日が新

鮮な出会いのある興味深い仕事です。なぜ、このよ

うな仕事をこれからやっていこうという人が少ない

のでしょうか？

その人に合わせたメガネの調製

　私たちの仕事をひと言で表すとしたら、「その人

対面販売は絶滅危惧種？

　物販が、実際の店ではなくインターネットを通じ

てバーチャルな店で簡単にできる時代になってきま

した。眼鏡調製もオートレフや自動加工機などの進

歩により、ある程度のレベルのメガネが誰にでも作

ることができるようになりました。昔ながらの対面

販売は過去となり、これからの時代には生き残るこ

とができないのでしょうか？　お客様とフェイス

トゥーフェイスで問題や悩みを聞き、今までのその

お客様との体験をふまえながら、いっしょに解決方

法を考えていくことは、これからの時代には不要な

のでしょうか。

　生き残るために絶滅危惧種の動物のように保護さ

れるわけではありません。生き残るためには、生活

者が求める仕事、必要とする仕事でなければなりま

せん。

目の健康に役立つメガネ

　私が渡英してオプトメトリーを学んでいた昭和

52 年に、岐阜県眼鏡商業協同組合は組合等直面問

題調査研究報告書を実施しました。その報告書のタ

イトルは「目の健康に役立つメガネ」とあります。

まさに今、「目の健康に役立つメガネ」を調製する

眼鏡技術者とは何かを、これからの時代に合わせて、

もう一度考えていくことが必要だと思います。

　生活者の視点から見た「目の健康に役立つメガネ」

で第一義的に必要なことは、眼科医、視能訓練士と

のより良い連携だと思います。別の方向を向いて生

活者に接した場合、困るのは生活者です。生活者は

混乱し、不安になります。お互いの立場を尊重し、

自らの役割を果たし信頼ある協調が欠かすことはで

きません。このためには、現場での実践から少しず

つ積み上げていくことが大切だと考えます。では、

その連携のなかでの、我々眼鏡技術者の自らの役割

とは何でしょうか？

眼科医療に役立つメガネ店

　目の健康を考えた場合、まず大切なことは、医師

による診断と治療の邪魔をしないで、より良い方向

へお客様を促すことだと思います。また、眼鏡店で

の視力チェックは、両眼あるいは片眼ずつでしっか

り見る機会を与えることとなり、眼の病気の早期発

見がみつかりやすい場です。その上で、より快適な

メガネの調製を目指して、そのお客様の話をよく聞

き、一緒になって追求していくことが、我々の役割

だと考えます。
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教育は当協会の普遍的な核

　そのような観点にたって、公益社団法人日本眼鏡

技術者協会では、最新の眼鏡に関する情報を提供す

るとともに、基礎知識をより確固たるものとするた

めの知識の積み重ねや、スキルアップを目指します。

　この教育のスタンダードを上げることは当協会の

普遍的な核であり、教育を受ける側の意見をお聞き

しながら、もっとわかりやすく、もっと役に立ち、

もっと受講しやすいような生涯教育となるように、

向上に努めていきたいと思います。

生活者の信頼度を高める国家資格

　当協会のもうひとつの柱となる事業は、我々のこ

うした活動を生活者にもっと知ってもらうことで

す。そして、どこに行けばこうした眼鏡技術者に出

会うことができるのかという情報提供を生活者に広

めることです。そのためには、自主認定より、より

公正な観点からの国家資格の方が、生活者からみて

信頼度が増すと考えます。現在、国家資格推進機構

を通じて生活者にとって必要な制度であることを訴

えており、一日も早い実現を待ち望んでいます。そ

して具体化が進んでいくにつれ、当協会がその国家

資格制度の中核となるように、柔軟かつ大胆な組織

改革を進めていきたいと思います。

オプティカルアワード

　メニコンの創業者である田中恭一氏は若い時代に

は眼鏡店で働き、自由な発想と斬新なアイデアで新

しいデザインのメガネを世にだしました。このよう

な現場からの生き生きとしたアイデアを今の時代に

も促すことを目的とした田中恭一オプティカルア

ワード（仮称）を当協会は創設しました。売れる商

会員の減少の理由を探る

　現在、残念ながら当協会の会員は少しずつ減少し

ています。どんな人が退会していくのか、またどう

いう理由で退会していくのかを、いろいろな角度か

ら分析し、その対策を検討していかなければなりま

せん。しかし、それと並行して、現在の状態でも収

支が成り立つようにコストの削減を断行していかな

ければなりません。

収支の健全化

　日本眼鏡技術者協会は、公益社団法人であり、も

ちろん利益を追求する団体ではありません。しかし、

年度収支がマイナスとなり積立金を取り崩し続けて

は存続できません。

　当協会の収入は、会員の年会費と受講料、認定眼

鏡士の更新料、認定試験の受験料から主に成り立っ

ています。会員の減少が続けば、年会費収入は減り、

更新料や受験料は年度により増減します。こういっ

た状況のなかで、今後の国家資格推進の動きを注視

し、広報活動をタイミングよく実施していくために

は、メリハリのあるコスト削減が必要です。

　教育事業は核ですが、コスト削減しない聖域では

ありません。時代に沿いながら、ニーズに合わせ、

質を下げずに、コストを下げていく工夫をしていき

たいと思います。

　広報活動は必要です。しかし、現在進行中の国家

資格推進の動きに合わせタイミングを見測ることが

重要です。誰に向けて、どうやって、いつやるか、

戦略的な広報事業についても、皆で工夫していきた

いと思います。

　幸いにも、当協会には、エネルギーにあふれ、や

る気のある新しい力が芽生えてきています。彼らと

一緒になって、皆さんの声を聴き、生活者にとって

役に立つ公益社団法人日本眼鏡技術者協会であり続

けることを目指します。

品の発掘ではなく、生活者に寄り添う立場から、こ

ういった人々にはこんな工夫があれば喜ばれると

いったアイデアに対して賞を差し上げることによ

り、業界の活性化と生活者への認知度を高めようと

いうものです。

　現場での皆さんが、お客様との出会いとの中で、

いろいろと工夫されるアイデアをどんどん応募して

いただけることを願っています。

に合わせたメガネの調製」ではないかと思います。

目の健康を考えて眼科医療と連携しながら、自分た

ちの知識をもとに、よりその人に合わせた度数で、

よりその人に合わせたフレームやレンズを選び、よ

りその人に合わせたかけ具合のメガネであり続ける

ようにフィッティングをしていくのが私たちの仕事

ではないかと思います。これは、いろいろな仕事が

AI を中心とした自動化により、人間の手を離れて

いく時代のなかで、さらに重要となっていく仕事だ

と思います。


